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摂食・嚥下障害対策委員会議事録
記録者　広瀬　唯

[日　時]　　平成20年3月10日（月）　14：30～15：00　　　　　　　　　　　　　　　 

[場　所]　　青南病院　4Ｆ　ユーティリティー　
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[出席者]　 

[議事内容]

· 口腔ケアについて
《歯磨きの目的》

口腔内を清潔にすることで食べかすや歯垢を取り除き、細菌の繁殖を抑える。

· 歯垢は歯ブラシを用いて清掃しないと落とせない。

· 歯垢を落とすことが大事である。

《歯磨きの効果》

　・爽快感が得られる。

· 口臭、虫歯、歯周病の予防。

· 肺炎など全身的感染症の予防。

· 歯肉へのマッサージ効果。

· 話す、食べるなど生活の質の向上。

· 歯磨き時の注意点

｢磨いている｣と｢磨けている｣は違います。

歯磨きは、｢歯垢を落とす｣という意識をもたないと、単に｢磨いている｣だけになってしまいます。その典型の一つがゴシゴシ磨きで歯ブラシを大きく横滑りさせる磨きかたです。歯磨き後の満足感はありますが、実は歯面や、歯茎を傷つけるだけで歯垢は、あまり落ちていません。

しっかりと、｢磨けている｣歯磨きを行うには？

　　　　　　　　　↓

1 良い歯ブラシを選ぶ

ストレートハンドル・平切りカット・固さは、歯肉の状態に合わせて選ぶ。

· 歯ブラシの交換について

1ヶ月が目安です。毛の弾力が失われ歯ブラシは清掃効果が落ちてきます。

強すぎるブラッシングは、歯肉を傷つけるだけでなく、歯ブラシの毛先まで傷めます。

2 歯垢のつきやすい所を中心に

汚れをきちんと残さず落とす必要があります。

　　《歯磨きの基本のあて方》

1 歯磨き粉は、最初はつけない。慣れてきたら少量つける。

2 歯と歯茎の境目に毛先をあてる。

3 歯ブラシは小刻みに横に動かす。（1箇所２０回）

4 ＊要注意＊歯磨きは軽い力でする。歯茎を傷つけない。

｢痛くない気持ちが良いくらいの力です｣

5 順番で磨いて、磨き残しがないようにする。

6 一日何回磨くかより、一日一回は、丁寧に１０分くらいかけて歯垢を落としきる。

★歯垢が原因で歯周病・虫歯になってしまう。

　

【意見･反省】

　　今回実際に歯磨きの行い方をやり、いつも自分の磨き方では｢磨いている｣

　　だと思いました。利用者様の口腔ケアも自分で行っているやり方でしたので

　　今回習った磨き方で口腔ケアをしていきたいと思いました。

　　自分がきちんと覚え、他職員の方にも口腔ケアの仕方を覚えてもらうように

　　していきたいです。

[摂食・嚥下障害対策委員会開催のお知らせ]

決まり次第お知らせいたします。

